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しはじめに

管轄海域海況監視センターの整備の一環として，

海洋調査課では平成8年 1月に海況監視衛星受信解

析装置 （TeraScan HRPT antenna server：以後

Tera Scanシステムと呼ぶ）を導入し，運用を開始

した．本装置は，米国 NOAA衛星に搭載されている

AVHRR (Advanced Very High Resolution 

Radiometer ：改良型超高分解能放射計）センサによ

る観測データの HRPT(High Resolution Picture 

Transmission ：高分解能画像転送）信号を受信し，

MCSST (Multi-Channel Sea Surface Tempera・ 

ture）法によって日本近海について海面水温を計算，

画像の中心付近では緯度，経度方向に約1.lkmの地上

分解能で画像表示を行つことができる．本装置で受

信，処理された画像は，海洋速報，海流推測図の表

面水温分布図を作成するために利用されるほか，衛

星データ管区配信表示システムによって管区のワー

クステーションでも表示，利用が可能である．（寄

高・道田， 1996参照）

本報告では， TeraScanシステムの構成及びデー

タ処理フローを解説するとともに，海洋調査課で

行っている処理について紹介する．

2.ハードウェア

この節では TeraScanシステムのハード構成と，

受信について解説する．

2.1 構成

Tera Scanシステムの構成を第 l図に示す．水路

部庁舎屋上に設置された φ46岨極軌道衛星用アン

テナ及び執務室内の受信機，ワークステーション，

Out Side 

In Side 

OPS 

Alff 

z・
~： S＇山畑 d
-＿；制Mb醐回V

符 J l.OSOBD蹴
ω 巴

CUE 

第 l図 Tera Scanシステムの構成

外部記憶装置などで構成される．アンテナ，受信機

及び受信処理に関するソフトウェアは米国 Sea

Space社の製品である．受信データの処理を行う中

央処理装置は米国SUNMicro Systems社製のワー

クステーションであり，システム CUE（海上保安庁

水路部の電子計算機システム）に接続している．ま

た，受信したデータの保存用に Exa-byte(8mmテー

プ）装置を，受信・処理した画像の出力用には昇華

型のカラープリンタを，停電対策として無停電電源

装置を備えている．

2.2 受信

NOAA衛星の概要については寄高・道田 （1996)

に述べられているのでここでは省略する. 1996年10

月現在運用きれている NOAA衛星は， NOAA-12

号と NOAA-14号である.Tera Scanシステムで

は，受信する衛星，受信を開始する衛星の仰角，受

信する衛星が通過するときの最大仰角（指定仰角以

下の通過軌道は受信しない），受信する時の太陽の仰
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的 （受信H与太陽1r11角が設定1i!I以 下のI晶子ト受信しな

い），受信後の円動記鉢の折定，受信処理後の実行ス

クリプ 卜の指定等を設定することによ って，後で述

べる帆道情報をJGに1iiI l軌道計算を行い自動受信・

自動処却の予約が行われる．海洋訓有~では，これ

らのパラメータのうち受信を｜刻始する術品の仰角を

101丸受1えする術且が通過するときの最ー大仰角を15

皮に設定しており， NOAA12,141j・合わせて 1R 6 

～ 81司の受f万をfiっている．

受イJされた HRPT信号は，受信機の Bit

Synchronizer及び処地解析用のワークステーショ

ンのFrameSynchronizer （第 l凶参照）によ って

デジタルデータに変検され， HRPTデータとして

Pass Disk 及び8mmテーフにイ呆存される.Pass Disk 

には 8[1!1分の受信データを保存することがi'll来るた

め，いつでも過去 1LI分の生データを参mできる．

2.3 軌道情報

極軌道を閥lnlする NOAAは，絶えず軌道情報か

変化するため，軌道計算のための新しい軌道情報を

入力し見~－新する必要がある ． 海洋調合i謀では，毎U

23時 （UTC）にインターネッ トを通じて米国 Sea

paceキ｜：のホストコンピュータと接続し、最新の軌

道的械を入手している． このt!iJLi芭↑g十説の取f与．史

作；｛：＿；についても，瓜在は円動て。行っている．

3. HRPTデータの処理

NOAAのHRPTデータには，AVHRRデータの

ほかに， DCS(Data Collection System), TOYS 

(Tiros Operational Vertical Sounder）等のデー

タも合まれている.Sea Space社によるデータ処理

ソフ トウェアには，HRPTデータからこれらの名極

データを抽山することから．各粍補正，plij像表ぷに

至るまでの処理に必要な嫌々なl期数が川立されてい

る．ユーザはこれら凶数群をrl111に組み合わせて独

「lのパッチ処理を梢築することができるほか，マウ

スを用いたプルダウンメニュ一方式による GUI処

埋も利川することができる．ここでは，海洋調査謀

で寸丁っているパッチ処理について解説する．

3.1 受信時に行う 定常処理

受信時に行っているパッチ処到！のフローチャー ト
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第2図 受信データ処理のフローチャート． 破線内

は管区向け画像作成処理の部分．

つ

第3図 作成された表面水温分布画像の例．平成8
年2月11日から13日の画像を合成し た． 画 『

面の黒い領域は雲又は氷に覆われているこ

とを表す．

を第 2図にノJミす．破線で問まれた部分は，管区配信

川副像を作成するための処理である．作成された！＇!ti

像の例を第 3凶に示す．以下は，各コマンドについ

ての説明である．

master.作成したい岨像の情報をあ らかじめ設

定するするコマンド．海洋調査11*では， 35'N,

139・Eを91心とする3000×3000両家のl向像を作

成するよ うに，没定している．

hrptin・生の HRPTデータからの AVHRR

データの切り 出し及び久’治データを付IJ'"cによ っ

て用めるためのフィルタ処珂！を1iう．
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navboxes：自動 navigation処理（位置合わせ）の

ための海岸線データによる位置設定処理を行

つ．処理対象のイメージデータから海岸織を含

む画素を抽出し，各画素について海岸線の形を

解析し，海岸線データに整合させるための計算

に必要なノマラメータを保存する．

navigate : navboxesで作成されたデータセ ッ ト

を用いて自動 navigation処理を行う．軌道の

ずれ，ライン抜け，衛星の姿勢の傾き等による

位置ずれがここで補正される．海岸線が雲で覆

われてしまうとこの処理はできない. naviga-

ti on処理の位置補正精度は，約 3km以内であ

る．

ni tpix : A VHRRの各チャンネルに対し大気補

正を施し， MCSST法 （Mclainet al., 1985, 

Bernstein, 1982）によっ て 3つのチャンネルか

ら海面水温を計算している． 日中の受信データ

は2,4,Schを使い，夜間の受信データは3,4,Sch

を使って計算を行う．同時に， l画素当たりの

ピット数を計算前のlOBitから8Bitに変換す

る．これにより， l画素当たりの温度階調は256

と制約される．海洋調査課では，以下の 2つめ

理由から計算する海面水温をー10℃～41℃，

0.2℃刻みとしている．

. 1年を通じて均質なデータセ ット を作るた

め．

－管区配信表示システムで表示できる温度レン

ジが－10℃～41℃， 0.2℃刻みである．

fastreg : masterの設定情報に合わせて幾何変換

を行う．この処理以降，管区配信向けの画像処

理は別フローで行っている．海洋調査課で作成

している画像はメルカトル図法とし，管区配信

向けの画像は，表示システムの制約により緯

度・経度両方向とも 1分間隔の長方形画像とし

ている．

emath：陸をマスクするために使用．

composite：指定されたアルゴリズムにより，画

像の重ね合わせを行う．海洋調査課では，同日

に受信された画像の重ね合わせを最大値法に

よって行っている．最大値法は効率的に雲を取
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第 4図 可視画像処理のフローチャート．

第 5図作成された可視画像の例．平成8年3月13
日午後l時7分， NOAA-14号lニよる．

り除けるという特徴がある．

3.2 可視画像の作成

受信時以外のオフライン処理として，各チャンネ

ルデータの管区配信表示システム向けの処理を行う

パッチ処理を作成した．この処理は，主に冬季の流

氷域の把握を目的としたものであるため，管区配信

表示システムの X領域のみ作成している．第 4図に

可視画像を作成するフローチャー トを，第 5図に作

成された可視画像の例を示す．この処理は，日中（正

午～午後 2時）に受信された HRPTデータに対し
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てのみfjっている．

3.3 海況図作成向けグリッドデータの作成

前節まて解説してきた画像の作成では，海面水温

分布のパターンを知ることしかできない. NOAA/ 

HRPTデータを海況図作成に有効に活用するため

には，表面水温画像に等温線を引く （ラスターベク

タ変換），水温の値を数値として抜き出す（スカラ抽

出）等の処理が有効と考えられる．ベクタ変換につ

いては， TeraScanシステムに等温線作図用の関数

が用意されている．しかし， HRPT画像から作成さ

れる等温線パターンは，雲やノイズによる画像の乱

れのために描かれる等温線が複雑なものとなってし

まうため，現在海洋調査課で船舶からの通報をもと

に作成している海況図に同化するには向いていな

し、

そこで， 3.1で作成した画像データから各画素の水

温値を抽出し， e-fallingscaleが30マイルのガウシ

アンフィルターをかけ， 0.5℃×0.5・のグリッドデー

タを作成するプログラムを作成した．第 6図に水温

値を抜き出すグリッドの配置を示す．このグリッド

データセットは，プロ ッタによって基図上に出力し

て海洋速報などの表面水温図作成に利用されてい

る．また，このグリッドデータは海況図作成システ

ムによって品質管理したデータセットとして，管区

においても利用可能である．
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第6図 画像データから水温値を抜き出す格子点の

配置
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第 l表海洋調査課で作成し，各管区力、ら参照が可

能な画像の領域，分解能及び精度．

.四億薗像 管区向け画像 可侵画像

領績 35・N1as・Eを中心とし X 3!'03"N~ 47•N x a1・oa’N～47.N 

た約3000k皿 xaα泊k皿 136°E～149" 4TE 136. N-149• 4TN 

Y : 25・ 23'N-as・ N 

125°E-142• 14・E
W 23・ 23'N-49• N 

120"E～154"28'E 

分解能 中也、で l.lk.mX l.lkm X 1.22kmX 1.22回 X l.22km x 1.22km 

Y 1.22kmX!.22孟皿

z: 2.44k皿 X2.44km

(35"N付近〉

精度 〈位置） 孟3.0k皿 孟3.0k皿

（水温） 孟o.s・c 孟0.5"C

4. まとめ

本報告では，平成8年 1月に海洋調査課に導入き

れた TeraScanシステムについて，そのハードウェ

ア構成及びデータ処理について解説した．また，現

在海洋調査課において作成し，管区への配信を行っ

ている画像データ，水温データについても解説した．

第 l表にこれらの画像の領域，分解能及び精度につ

いてまとめる．管区においてもこれら HRPTデー

タの処理手順，品質などを十分理解した上で有効に

活用されることを期待している．
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